
 

 

 

 

 

 

 

 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査 
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（１）実技に関する調査 

  ○ 体力合計点の推移 

   【小学校男子】 

  

 

 

 

 

 

 

 

   【小学校女子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【中学校男子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【中学校女子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 全道の状況（P４～28） 

 

１ 

体力合計点 

体力合計点 

体力合計点 

体力合計点 



（２）体育・保健体育の授業に対する意識 

  ○ 体育（保健体育）の授業は楽しいですか。 

  【小学校】                 【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 体育（保健体育）の授業で、タブレットなどの ICT を使って学習することで、「できたり、わ 

かったり」することがありますか。 

  【小学校】                 【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生活習慣に関する意識 

  ○ ふだんの１週間について聞きます。学校の体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツを合計で１日およそどのくらいの時間していますか。（※月曜日から日曜日まで

の時間を合計し、１週間の総運動時間として表記） 

  【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



○ 学校の運動部や地域のクラブ活動、地域のスポーツクラブ、それ以外の運動やスポーツ、そ

れぞれ何分ぐらい活動していますか。（※各項目及び月曜日から日曜日までの時間を合計し、１

週間の総運動時間として表記） 

  【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）体力向上の取組の状況 

  ○ 体育（保健体育）の授業以外で、全ての児童（生徒）の体力・運動能力の向上に係る取組を

行いましたか。 

  【小学校】                  【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）体育・保健体育の授業の状況 

   ○ 体育（保健体育）の授業における ICT の活用について、どのくらいの頻度で活用していますか。 

  【小学校】                  【中学校】 
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 実技に関する調査の結果や結果の経年変化、全国や上位都府県との比較から、本道児童生徒の体力・運動

能力の特徴に注目した。本道の小・中学校は、男女ともに体力合計点が全国平均に届いていないなどの課題

が見られるものの、小学校男子及び中学校男女で体力合計点が上昇し、全国との差が縮まるなどの成果が見

られた。ポイントは次のとおりである。 

●Point１ 本道の児童生徒は、全国の児童生徒と比較し、小学校男女及び中学校男子の「握力」、小学校男女の

「長座体前屈」、「反復横とび」、「立ち幅とび」、「ソフトボール投げ」の結果で上回っているが、小・中

学校男女ともに、「上体起こし」や「20m シャトルラン」、「50ｍ走」などに課題が見られた。 

●Point２ 同じ母集団における各種目の記録の伸びにおいては、男女ともに新型コロナウイルス感染症まん延

前に戻りつつあるものの、女子においては、「20m シャトルラン」及び「上体起こし」で新型コロナ

ウイルス感染症まん延前の状態に回復していない状況である。 

●Point３ 同じ母集団における小学校時と中学校時の体力合計点総合評価のＡＢ層（体力上位層）―ＣＤ層（体

力下位層）の割合を全国と比較すると、全国に比べて下位層の割合が高くなっている。 

２ 分析結果の概要（P29～74） 

本道児童生徒における体力の現状分析 
（全国平均や他の都府県との比較及び各種目の経年変化） 

（P30～37） 

○ 本道の児童生徒は、全国の同年代の児童生徒と比較し、小学校から中学校にかけての各種目の記録の伸

び比率が低く、体力合計点総合評価の DE 層の割合が高い状況にあることから、体育授業における小・中

の発達段階に応じた指導内容を踏まえ、運動が苦手な児童生徒へのきめ細かな指導ができるよう、体育科・

保健体育科の授業改善を一層推進し、授業の質の向上を図る必要がある。 

【令和３年度に小学校第５学年であった本道児童生徒の令和６年度（中学校第２学年）の各種目の伸び比率】 

４ 

【全国及び本道の令和３年度に小学校第５学年であった児童と令和６年度の中学校第２学年であった生徒における体力合計点総合評価の比較】 

【男子】 

【女子】 

Ｒ３小学校 

全国 

Ｒ３小学校 

北海道 

Ｒ６中学校 

全国 

Ｒ６中学校 

北海道 

 【男子】 ※Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ は、体力合計点の総合評価  【女子】 
Ｒ３小学校 

全国 

Ｒ３小学校 

北海道 

Ｒ６中学校 

全国 

Ｒ６中学校 

北海道 

Ｒ３全国との差 Ｒ６全国との差 ▲5.3 ▲11.3 Ｒ３全国との差 Ｒ６全国との差 ▲9.2 ▲20.4 

※Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ は、体力合計点の総合評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体力合計点と児童生徒質問紙調査及び学校質問紙調査の結果から、体力合計点が高い児童生徒や学校の
体育・保健体育授業に関わる質問紙の回答状況に注目した。体育授業におけるＩＣＴの効果的な活用の重
要性や、中学校における運動の楽しさの具体を明確にした指導の重要性、体育授業における個に応じた指
導の充実の重要性などが示された。ポイントは次のとおりである。 
●Point１ 体育・保健体育授業におけるＩＣＴの効果的・積極的な活用が、児童生徒の「主体性・目的の

意識・振り返り」を充実させ、体育授業への主体的な参加や、目標を意識した「できた、分かっ
た」につながり、結果的に体力合計点の向上につながっていた。 

●Point２ 中学校においては、授業の中で、「爽快感」、「多様な種目の経験」、「達成感」を味わっている生徒ほ
ど体力合計点が高いなどの結果や、生徒の体育授業に対する意欲や取組姿勢については、「高意欲・高関
与」、「受動的・限定的関与」、「低意欲・非関与」の３グループに分けられることなどが明らかになった。 

体力向上に向けた体育科・保健体育科の授業改善 
（P38～60）   

○ 小・中学校男女ともに、ＩＣＴの効果的な活用や活用頻度が、体育授業における児童生徒の主体的な
取組や目標を意識した取組を充実させ、それが結果として体力向上につながっていることから、ねらい
を明確にしてＩＣＴを効果的・積極的に活用し、「できる・わかる・楽しい」を実感できる体育授業を積
み重ねていくことが重要である。 

○ 中学校においては、１単位時間の体育授業において実感させたい「楽しさ」を明確にした指導の工夫
や、体育授業に対する個々の意欲や取組姿勢のパターンに応じたきめ細かな指導の充実が重要である。 

【運動や体育授業の意識に係る児童生徒質問紙調査項目において体力合計点と関連が強い項目】 
（男女別のランダムフォレスト回帰による「変数重要度分析」を行い、全質問紙項目から「体力合計点に強く

関係する意識・習慣項目」を抽出） 

５ 

進んで学習 

に参加 

進んで学習 

に参加 

目標の 

設定 

目標の 

設定 

振り 

返り 
振り 

返り 

ＩＣＴ 

活用 

ＩＣＴ 

活用 
体力 

合計点 

体力 

合計点 

【体育授業と体力合計点の間に相関や有意差が見ら

れる関連調査項目】 

※分析方法：各調査項目と体力合計点の相関分 
析及び回帰分析 

【体育授業の意識に係る質問紙項目における体力合計

点へのつながり】 

※分析方法：体力合計点につながるパス構造比較の比較 
分析 

※北海道教育大学との共同分析による 

 

※北海道教育大学との共同分析による 

 

※北海道教育大学との共同分析による 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒質問紙調査の結果や体力合計点から、児童生徒の生活習慣と体力合計点等との関係に注目した。

小・中学校ともに、令和５年度同様に適切な生活習慣や運動習慣を確立させている児童生徒の方が、体力合

計点が高い傾向にあった。ポイントは次のとおりである。 

●Point１ 小・中学校男女ともに、体力合計点総合評価Ｄ・Ｅ群よりＡ・Ｂ群の児童生徒の方が、１週間

の総運動時間が 60 分未満の児童生徒が少なく、420 分以上の児童生徒が多い。 

●Point２ 小・中学校男女ともに、適切な生活習慣を確立している児童生徒ほど、体力合計点総合評価Ａ・

Ｂ群の児童生徒の割合が高い。 
●Point３ 中学校男子においては、部活動等に無所属であることが体力合計点に負の影響を与えているが、

中学校女子においては、部活動等への所属の有無が体力向上には影響していない。 

児童生徒の望ましい生活習慣や運動習慣の確立（P61～71） 

【体力合計点総合評価（Ａ・Ｂ群とＤ・Ｅ群）と「１週間の総運動時間」との関連】 

６ 

〇 基本的な生活習慣や運動習慣の確立に向けては、保護者や地域の関係機関・団体と連携を図り、 

・各教科等の特質に応じた指導において、児童生徒に身近な生活の健康に関する知識を身に付けさせる

こと 

・児童生徒自ら必要な情報を収集し、適切な意思決定や行動選択を行うなどの健康な生活を実践するた

めの資質・能力の育成に向けた組織的な取組の充実を図ること 

・特別活動や運動部活動などの教育課程外の学校教育活動などを相互に関連させながら、学校教育活動

全体として効果的に取り組むこと 

が求められる。 

ちの生活習慣の改善と良好な運動習慣の形成に努めていくこと 

が重要である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体力合計点と学校質問紙調査の結果から、体力合計点が全国平均以上の学校における組織的な取組の状

況に注目した。組織的な取組を充実させている小・中学校においては、体力合計点が全国平均よりも高い傾

向にあった。ポイントは次のとおりである。 

 

●Point１ 体力合計点が全国平均以上の学校においては、学校全体の目標を設定していたり、体育・保健体

育授業以外で、全ての児童生徒の体力・運動能力の向上に係る取組を行ったりしている割合が高い。 

●Point２ 小学校の体力合計点が全国平均以上の学校においては、「教師は児童生徒の体力向上に係る研

究会に参加し、自校の取組によく反映している・どちらかといえば反映している」と肯定的に回

答している割合が高い。 

●Point３ 中学校の体力合計点が全国平均以上の学校においては、特に、「教師は児童生徒の体力向上に係

る研究会に参加し、自校の取組によく反映している」、「健康三原則（運動、食事、休養及び睡眠）

の大切さを、様々な場面で計画的に伝えるようにしている」と回答している割合が高い。 

体力向上に向けた学校の組織的な取組（P72～74） 

〇 児童生徒の「健やかな体」の育成に向けては、 

・体育授業で基礎的な身体能力の育成を図るだけではなく、全教職員の理解と協力の下、関連の教科等

や運動会、遠足などの特別活動、運動部活動などの学校教育活動を相互に関連させながら、学校教育

活動全体として体育・健康に関する指導を効果的に進めること 

・本調査結果などの客観的なデータを活用し、自校の児童生徒の体力や健康状態等を的確に把握し、学

校や地域の実態を踏まえた全体計画や「体力向上プラン」等を作成すること 

が重要である。 

【教師は児童生徒の体力向上に係る研究会に参加し、自校の取組によく反映している】 

【令和５年度に、体育・保健体育授業以外で、全ての児童生徒の体力・運動能力の向上に係る取組を行った】 
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３ 体力向上の取組に関する改善の方向性（P75～80） 

 
１ 体育・保健体育授業以外の組織的な取組の充実に向けた方向性 

 

【現状と課題】 
・体育・保健体育の授業以外で、体力・運動能力の向上に係る取組を行っている学校 

やその取組を年間を通して行っている学校の割合は、小・中学校ともに全国平均より 
も高い。 

・１週間の総運動時間が 60 分未満と回答している児童生徒の割合が、小学校男子及び中学校男
女で全国平均より高い。 

・基本的な生活習慣が確立していない児童生徒の割合が全国平均よりも高い。 
・体力合計点が高いグループは、低いグループに比べ、１週間の総運動時間が 60 分未満の児童生

徒が少なく、420 分以上の児童生徒が多い。 
・中学校男女ともに、週末の運動機会や運動量の差が体力・運動能力に影響している。 

学校全体で体力向上をすることができるプラン 
→  児童生徒の体力や運動習慣などの状況の正確な把握、全教職員による取組目標の共有、目標達 
成状況の把握、運動習慣の確立につながる取組の推進など、児童生徒が自己の体力や成長を実感 
できる「体力向上プラン」を作成・活用した検証改善サイクルの確立 

＋Point 

【体力向上プランの活用方法例】 

８ 

Point① 
 体力や体育授業における現状や課題等の正確な把握 
 ・体力調査や新体力テストの活用 
  →重点目標や具体的な取組の方向性を検討 

Point③ 
 具体的な成果指標や評価方法を設定し、計画的
に達成状況を評価・把握 
・学校全体及び児童生徒一人一人の目標達成状況を把握 
 →児童生徒が自己の成長を実感できるような評 

価の工夫 

Point④ 
 体力向上や運動習慣の確立につながる体育の授
業改善及び授業以外の具体的な取組の推進 
→日常の運動実践につながる内容や方法を工夫 

Point② 
 課題解決に向け、取組目標を全教職員や児童生
徒と共有 
→把握した体力の状況を児童生徒にフィードバック 
→児童生徒一人一人の取組目標を明確化 

※令和５年度体育専科教員等実践概要報告集より 
（北海道教育委員会学校教育局健康・体育課ＨＰ）
（https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ktk/R
5jissengaiyou.html） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状と課題】 
・運動やスポーツをすることが好き、運動やスポーツは大切だと感じている児童生徒の 

割合が全国平均よりも高い。 
・体育の授業で、技や動きができるようになることや、動きのポイントなどの知識を理解させる

ことを大切にしていると回答している学校の割合が全国平均よりも低い。 
・ＩＣＴの活用は、体育授業への主体性や目標への意識、授業後の振り返りを促進させており、

活用頻度が高いほどこれらに強い影響を与えている。 
・小学校においては、「進んで学習している」や「目標を意識することで『できたり、わかったり』

する」といった項目と体力合計点に強い相関関係が見られる。 
・できなかったことができるようになったときに体育の授業が楽しいと感じている児童生徒の割

合が全国平均よりも高く、中学校男女においては、体力合計点との強い相関関係が見られる。 
・中学校においては、「記録への挑戦や仲間との競争を楽しむ」といった内発的動機付けに係る質

問項目と体力合計点に強い相関関係が見られ、特に、男子よりも女子の方が関連性が強い。 
・中学校男女ともに、体育授業を通した「爽快感」、「多様な種目の経験」、「達成感」を実感する

などの「楽しさの質」が体力合計点に影響しており、その影響は女子の方が強い。 
・中学校においては、体力合計点や質問紙調査の回答パターンから３つのグループに分類するこ

とができ、それぞれのグループの特徴に応じたきめ細かな指導が重要である。 

単元を通した資質・能力の育成 
→  単元構造図による指導内容や指導方法、評価規準、評価機会、評価方法の明確化 
  （解説の「例示」等を参考にした指導内容の明確化・重点化、ＩＣＴの効果的・積極的な活用、 

楽しさの質（「爽快感」、「多様な種目の経験」、「達成感」の実感）を意識した指導の工夫） 

＋Point 

・学習指導要領に示されている目標や児童生徒の実態等を踏まえ、単元の目標を設定する。 
※単元の終わりの児童生徒の姿をイメージする。（①） 

・学習指導要領の「例示」を参考にしながら、指導内容の明確化・重点化を図り、評価規準に位置付ける。（②） 
・単元の評価規準と１単位時間における評価機会及び評価内容等のつながりを明確にする。（③） 
・単元を通した学習内容やそのつながり及びＩＣＴの活用機会やそのねらいを明確にする。（④） 
 → 「主体性・目標の意識・振り返り」の充実につながるＩＣＴの活用 

【単元構造図の作成例】 

① 
② 

③ 

④ 

・運動に必要な「知識」を事前に指導するとともに、その学
習した「知識」に基づいて運動を実践する単元の設定（「わ
かる」と「できる」をつなぐ） 

・自己の課題に応じ、その解決に向けた練習の場を自分で選
択したり、一人一台端末等で見本動画やこれまでの自己変
容を確認して、「できた・わかった」を実感したりしながら
運動に取り組むことができる機会の確保 

・運動の特性に応じた本時の授業で実感させたい「楽しさ」を
明確にした指導の工夫（挑戦・競争・爽快感・達成感など） 

・習得した知識や技能を活用して「思考
力、判断力、表現力等」の学習につなげ
ることができるよう、チームや個人の
課題を確認したり、その課題の解決の
ための練習方法を既習の学習内容から
選択したりする学習機会を設定する。 

 （習得した「知識及び技能」を活用した
「思考力、判断力、表現力等」を育成
するための学習） 

２ 体育・保健体育授業の改善・充実に向けた取組の方向性 
 

９ 

① 



 


